
項目 重点目標 具体的方策 留意事項

小学部

児童が身近なところ
から生活する力を身
に付けられるように
する。

教職員、保護者、関係機関と連携を強
化し、児童に必要な指導や支援を考
え、継続可能な方法で実施する。

児童の指導や支援に必要であるときは、家庭、地域の医療や福
祉、入学前施設など、関係機関の意見を求める。年間を通して協
力、連携をしながら、児童にとってよりよい指導を検討し、学び
の場を提供できるようにする。

①
③

中学部

中学部の教職員一人
一人が研修を通して
専門性を高め、それ
を生かした指導・支
援を行う。

校内、校外における研修を積極的に受
講したり、自ら情報収集をして知識を
深めたりしながら専門性を高める。新
しく学んだ専門的な知識を生かした指
導計画を立て、実践する。

教員の専門性については愛知県教員育成指標を元に、自分自身が
学びたい専門分野を選択し、研修の記録などに明記していく。
学んだ知識や専門性を、校内研究で用いる「学習シート」を作成
する際に取り入れ、職員間で共有する。
それぞれの教職員の専門が分かるような掲示を工夫し、若手教員
や経験の浅い教員が、必要な分野で専門性の高い教員に相談でき
るようにする。

①

高等部

生徒の実態や発達段
階、１２年間の系統
性を踏まえた年間指
導計画を作成・修正
し、授業づくりの充
実を図る。

各教科等のモデル案を参考に年間指導
計画を作成する。作成した計画を実践
して検証を進め、高等部の段階に合わ
せたモデル案の修正を図る。

年度当初、年間指導計画作成前にモデル案を作成した経緯や意
図、内容の確認を行い、情報の共有を行う。授業を実施しなが
ら、各教科、学習グループで検証を行い、モデル案の修正を進め
る。

①

総務部

保護者や地域、関係
機関へ学校の様子を
周知することに努め
る。

学校だよりを通じて効果的な情報発信
を行う。見出し等を工夫することによ
り、読みやすい紙面作りをする。

各学期末に１回、年３回の学校だよりの発行を継続する。毎回記
載内容を検討し、各行事や児童生徒の活動を偏りのないように記
載し、学校全体の様子を伝えるようにする。

③

教務部

児童生徒の主体的・
対話的で深い学びに
つながる授業を研究
し、授業改善を行
う。

教師が授業の展開や重要ポイントを記
した「学習シート」を作成して、年に
１回以上参観授業を行う。多くの教師
が参観できる環境を整え、情報交換を
して、授業改善が図れるようにしてい
く。

時間割調整をするなど、より多くの教師が参観できるよう環境整
備を行う。また参観を重点的に行う期間を設ける。参観したこと
で新たな気付きとなったことを集約・周知し、他の授業でも活用
できるよう促していく。

①

児童生徒が運動に取り組む習慣が確立
できるように、運動月間などの取組を
設定する。

健康づくりのグランドデザインを分かりやすく掲示するなどして
周知し、本校児童生徒の健康課題を意識して取り組みを進める。

①

ICTを活用した保健指導教材を作成
し、担任と共に児童生徒の指導・支援
に取り組む。

保健行事に合った保健だよりのメール配信を行う。性に関する保
健指導教材を作成し、児童生徒の実態に応じて、担任と協力して
指導支援を行う。

①

激甚災害に対する職
員の役割分担を明確
化する。

激甚災害時マニュアルに基づき、授業
時間内、勤務時間外・休日に全職員が
それぞれ何をするべきかを理解できる
よう研修等を行う。

校務分掌や居住地により異なる業務内容を職員一人一人が把握す
ることで、危機管理意識の向上を図る。

②

外部機関との連携を
図った児童・生徒指
導を行う。

問題の未然防止、早期解決のためにス
クールカウンセラー、警察、精神科医
等との連携を図って対応する。

重大事態が発生しないように、学校だけでは対応が難しい問題に
対しては、積極的に外部機関と連携していくことを職員に周知し
ていく。

③

進路指導部

進路先や福祉制度等
の情報提供や生徒の
実態に合わせた進路
指導に取り組む。

保護者が知りたい情報内容についての
調査、把握する。 分かりやすさや見
やすさを工夫したホームページや進路
だよりを作成する。

進路先や福祉制度について、教職員との連携を密にし、生徒に
とって有用な情報を提供できるように心掛ける。

③

自立活動部

自立活動の指導にお
いて、個の課題に応
じた指導・支援をす
るために必要な職員
の知識・技術を高め
る。

自立活動だよりを作成・発行したり、
研修を実施したりする。

よく挙げられる課題を抜粋し、改善するために必要な指導・支援
について自立活動だよりの中で紹介したり、専門的な講師を招き
研修をしたりする。また、授業の組み立て方や個人の教材など自
立活動に関する情報を収集し、共有できるようにする。

①

研修部
校内研究の実践研究
の充実を図る。

グループごとやリーダーと担当者との
話し合いの時間を十分設け、方向性や
進捗状況など随時確認をする。教務部
と連携して学習シートや授業参観の仕
方等について工夫と検討を重ねる。

資料の提示方法や進め方、まとめ方を工夫し、参加しやすい校内
研究に努める。時間の調整をこまめに行い、確認や検討などを進
められる環境作りを心がける。

①

電子データ教材の共
有および利用の効率
化を図る。

教材データの保存場所を一カ所に統合
し、共有しやすい環境を整える。

項目を精選し、探しやすくする。
著作権および個人情報に配慮した保存に務める。

①

図書室利用の促進
と、読書月間のPR向
上を図る。

季節ごとのおすすめ本のコーナーを用
意したり、通信で教員お薦めの本など
を紹介したりする。読書月間初週に、
校内放送で図書室利用の促進を促す。

校内放送では、生徒会に依頼をし連携を図りながら行う。
年度初めには「図書室利用のやくそく」を各クラスに掲示しても
らい、正しい利用の仕方についても事前学習を行う。

②

教育支援部
センター的機能にお
ける地域支援の充実
を図る。

くすのき相談センター等との連携をさ
らに深め、地域の学校のニーズに応じ
た支援を行うことができる仕組みを整
える。

過去３年間の地域支援の相談事例や助言内容を集約し分類する。
整理した情報をもとに「地域支援マニュアル」を作成し、担当者
が地域支援の際に携帯できるようにする。

③

多忙化解消
業務改善及び効率化
を図る。

業務改善の具体的提案を収集し、業務
の改善や業務均等化を継続的に図る。

業務改善の具体的提案の収集について、効率的で継続的な方法を
検討する。業務改善は、全体のバランスを考慮し、個々の意識を
高める。

②

入学児全員の入学前施設と懇談を行い、それぞれに合った支援を検討し、スムーズに
学校生活を始めることができた。また、ケース会や関係機関との懇談を年１０件実施
した。家庭、デイサービス、学校での支援を照らし合わせることで、支援の参考にで
きた。生活全体を見直して方針を統一することにより、行動が落ち着いた事例もあっ
た。今後も関係機関と連携し、児童へのよりよい支援に役立てていきたい。

令和６年度の学校評価

本年度の
重点目標

①授業づくり
　・教職員の専門性のさらなる向上を図り、発達段階や年齢、特性に応じた指導・支援をする。
　・校内研究の成果を授業に生かして実践を進め、１２年間の学習の系統性も含めて検証する。
　・授業などにＩＣＴを積極的に活用し、児童生徒自らが情報化社会に対応できる力の基礎を身に付けられるように
　　する。
②環境整備
　・安全で安心できる学習環境について、最新の情報に基づいて検証と改善を継続する。
　・激甚災害時など非常事態の備えについて確認し、教職員はもとより、児童生徒や保護者も防災意識を高められるよう
　　にする。
　・教職員にとっても働きやすい環境という視点に立ち、必要に応じて業務の見直しを図る。
③地域との連携・協働
　・学習に地域資源を生かし、児童生徒が身近なところから生活する力を身に付けられるようにする。
　・効果的な学習や卒業後のよりよい生活のために、医療や福祉、入学前施設や進路先など関係機関との連携を図る。
　・地域の特別支援教育力向上のため、積極的に情報発信をし、相談・研修などに協力する。
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評価の結果及び課題

教員の専門性を高めるため、研究実践や研修への積極的な取組を中心に行った。愛知
県総合教育センターのe-ラーニングや国立特別支援教育総合研究所、教職員支援機構
などのオンライン研修や、校外の研修会への参加などの取組を進めることができた。
今後も引き続き自己研鑽の促進をしていきたい。また、教員それぞれが自分の磨きた
い専門分野を選び、実践してきたことを一覧表にし、全校に情報共有した。一人でも
それを手がかりに相談し、お互いに学び合ってほしい。

昨年度作成した年間指導計画モデル案の修正を図った。年度当初に高等部内に経緯や
意図を説明した。実際に授業を進めながら、各授業担当者がモデル案を検討した。生
徒の実態、３年間の系統性、指導内容の網羅や精選に難しさを感じる教科があった。
校内研究で検討、作成した案を次年度に引き継ぎ、授業担当者の目安となるよう活用
したい。

学校だよりは、横書きの紙面構成に合わせて写真の大きさや配置などをより読みやす
くなるよう検討した。３回の発行で各学年の行事や授業の様子を偏りなく伝えられる
ように昨年度の内容と比較しながら検討して発行できた。また、今年度は10周年特別
号を臨時で発行し、学校10周年の取組の様子を保護者や地域の方、関係諸機関に紙面
で伝えられた。

ほぼ全職員が学習シートを作成して、授業実践を行った。授業実践では、必ず１名以
上の職員が参観した。また、校内研究を通して各教科グループで意見交換し授業改善
に向けて検討を重ねることができた。また、授業実践を通して、学習シート自体の内
容を改善する必要があると感じた。特に深い学びについての授業づくりのポイントや
参観者が見るポイントが分かるような学習シートにすることで、深い学びにつながる
授業実践を充実させていきたい。

保健体育部

自分の健康を守るこ
とのできる児童生徒
の育成を目指し指
導・支援の充実を図
る。

グランドデザインに示された４つの健康課題に関する取り組みを記入するシートへの
記入依頼を行ったが、記入率が低かった。先生方の負担にならないよう、記入方法を
工夫する必要がある。記入していただいたものについてはまとめて、共通理解する。

各種健康診断に合わせた保健だよりをメール配信し、家庭での事前学習に使用した。
健康診断に向け、家庭で印刷して使用したという保護者の声もあった。また、小４、
中１、高３の教員と協力し、実態に合った性に関する保健指導教材の作成と保健指導
を行った。教員と相談しながら、児童生徒の実態に合った支援を行うことができた。

生徒指導部

情報図書部

激甚災害時マニュアルに基づき、参集時の班別活動の内容を確認をした結果、具体的
に内容が記載できていない項目があった。今年度内に記載できるようにしたい。ま
た、年末には現職研修で今までの避難訓練の方法について考える機会を設定した。実
際に近い形で避難訓練を実施し、よりよい避難方法を検討する必要があると感じた。

昨年度に引き続き、積極的にスクールカウンセラーや豊橋市こども若者総合相談支援
センター等と連携を図り、担任や本人・保護者のニーズに対する助言をいただいた。
相談結果等を校内の関係職員と連携を取って周知し、問題解決に生かしていきたい。

現時点でできる限りの情報提供を第２回目進路指導講話等にて保護者に伝えた。見通
しをもち、その情報を有効利用していただけるよう期待したい。公表してよい情報を
選択し、ホームページに掲載する等の活用を図る必要がある。校内での進路に関する
ことを更に全職員や保護者と共有していく。

自立活動だよりを隔月で発行し、根拠のある指導・支援につながる課題の要因や指導
内容、個に応じた指導をしていくための基盤となる時間における指導での授業の工夫
について紹介した。また、作業療法士を講師として招き、生活動作について実践を交
えながらの研修を実施した。来年度以降も自立活動に関する理解・知識の全体的なレ
ベルアップが図れるよう取り組んでいきたい。

校内研究前に、全体へ資料や進め方、まとめ方を提示した。特に学習シートは、次年
度に向けてよりよい形式になるよう更に検討を進めている。代表者会を設けることで
グループの進捗状況や疑問点などを話し合えた。学校全体で授業実践と授業参観がで
きたことで各グループの話し合いがより一層深まり、児童生徒が主体的に学ぶ授業づ
くりについての研究を充実させることができた。

教材類を保存するためのフォルダを一か所にまとめることで、利活用しやすくなっ
た。著作権及び個人情報の取り扱いについて周知徹底することで、職員の意識が向上
してきた。データ量が年々増えてきているため、今後精選していく必要がある。

生徒会との連携により読書月間のPR活動が活性化され、図書室の利用促進につながっ
た。お薦め本の紹介など、通信も工夫改善することができた。さらに工夫してPR活動
を進めていきたい。

地域支援マニュアルの使い方ついて支援部内に周知し、担当者は巡回の際に持参し
た。過去の地域支援の情報をまとめることで、類似した相談内容に対してアドバイス
がしやすくなった。来年度に向けて、マニュアルの整理をさらに行い、活用しやすい
環境を整えたい。

校務補助員の配置や、メール配信アプリを使った欠席・遅刻連絡の受付、文書配布な
どにより業務の負担軽減を図ることができた。

学校関係者評価を実施する主な
評価項目

・児童生徒の発達段階や年齢、特性に応じた指導・支援の充実
・児童生徒が安全・安心して学校生活を送るための環境整備及び指導・支援の充実

・積極的な情報発信による保護者や地域、関係機関との連携


